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取組の概要 

インターンシップには学び動機を向上させる機能がある。ところが、従来の体験型（2 週間程度）で

は、この機能の発揮は不十分である。他方、社会性や課題探求能力の脆弱さも今日の教育課題となって

いる。コラボレーション型インターンシップ（ＣＢＩ;Collaboration based Internship）授業システ

ムは、これら諸課題を克服する学習方法と教育方法のプログラムであり、インターンシップの革新であ

る。ＣＢＩ授業システムの特徴は、最長 4か月にも及ぶ長期のインターンシップを行うのに必要な「意

欲」と「本気」の形成を支援する事前学習（ＣＢＩ企画立案）、実習（ＣＢＩ実習Ⅰ～Ⅳ）が受入機関

と学生双方に高い成果をもたらすための実習支援、事後学習として、実習の体験が学び動機の向上に結

びつくための振り返り（ＣＢＩ自己分析）と成果公表にある。これらが有機的に連携機能することで、

学び動機、社会性や課題探求能力の向上が実現される。 

 

実施の経緯・過程 

■ 取組の実施状況 

ＣＢＩ授業は、事前学習のＣＢＩ企画立案（1 年次 2 学期・2 単位）、ＣＢＩ実習Ⅰ～Ⅳ（1 年次春

期休暇期間～2 年次夏期休暇期間までの期間のうち最大 4 か月・8 単位）、事後学習ＣＢＩ自己分析（2

年次 9 月期集中講義・2 単位）で構成されている。 

第 1 期（平成 16 年 10 月～平成 17 年 9 月）～第 3 期（平成 18 年 10 月～平成 19 年 9 月）のＣＢＩ

企画立案受講者数およびＣＢＩ実習者数は以下の通り。なお、第 3 期から県内の中山間地域をフィー

ルドとする「いなかインターンシップ」と岐阜が実習地域として新たに加わった。 

 第 1 期（平成 16 年 10 月～平成 17 年 9 月）；ＣＢＩ企画立案；12 名、ＣＢＩ実習； 6 名 
 第 2 期（平成 17 年 10 月～平成 18 年 9 月）；ＣＢＩ企画立案；19 名、ＣＢＩ実習； 9 名 
 第 3 期（平成 18 年 10 月～平成 19 年 9 月）；ＣＢＩ企画立案；32 名、ＣＢＩ実習；13 名 

 

■ 教育課程・教育方法の工夫 

平成 19 年 9 月をもって、3 期目のＣＢＩ授業（ＣＢＩ企画立案、ＣＢＩ実習Ⅰ～Ⅳ、ＣＢＩ自己分

析）が終了。毎期の実践を通してプログラムの改良を図り、3 期目は以下のような内容で実施した。 

 ＣＢＩ企画立案（事前学習） 
第 1 期、2 期の実践を通して、長期（最大 4 か月）でかつ首都圏・岐阜など県外や自宅からは通え

ない県内中山間地域での実習も対象としているＣＢＩ実習の場合、実習生にもっとも必要な素養は、

実習に対する「本気」とそれをやりきるという「覚悟」であることが明らかとなった。 

実習に対する上記の 2 つのマインドを形成するため、ＣＢＩ企画立案は、以下の点を基本コンセプ

トに授業を構成している。（第 3 期の構成は次頁の図を参照） 

(1) 自らの仕事が他者の幸福実現に繋がることを意識されている首都圏や県内の社会人の方を師
匠とする寺子屋方式の活用 

(2) 少人数による徹底したワークショップの実践 
ＣＢＩ実習の多くは企業で行われるが、企業犯罪が連日マスコミを賑わす状況からか、近年の学生

には「ビジネス≒悪徳」と感じている学生も少なくなく、当該授業の受講生も例外ではない。それゆ



 

 

え、ビジネスの現場において

も、「人々の幸福実現を明確

に意識し、追求すること」が

幸福な社会実現への有効な手

段である。これを受講生に体

感してもらうことが、実習に

向けた「本気」と「覚悟」の

形成にとって必要不可欠な条

件となる。この課題に対応す

るため、授業の支援講座とし

て、「社会活動入門講座」と

「社会活動入門セミナー」を

別途開催している。後者の授

業は、受講生 6 名～8 名と現役

のファシリテータ（議論の促進者）役の社会人 1 名で構成するチームでのワークショップを、2 日間

集中的に実施する方法を採っている。 

 

 ＣＢＩ実習Ⅰ～Ⅳ 
実習は 1 か月の実働 20 日をもって 2 単位を付与とするが、ＣＢＩ自己分析の受講が単位実質化の条

件となっている。なお、実働の客観的資料として出勤簿と日報の作成を必須とし、受入機関への協力

をお願いしている。 

長期かつ生活圏を離れて行うＣＢＩ実習の成果を高めるため、ＣＢＩ実習は学外のインターンシッ

プ支援機関との協働実施としている。県内のいなかインターンシップは、このプログラムを開発した

（株）南の風社、首都圏は NPO

法人 ETIC．、岐阜は NPO 法人

G-net である。これらの機関

は、実習のマッチング、実習

中のケア、受入先の支援者（ス

ーパーバイザー）と本学との

ミーティングに関するコーデ

ィネートなどを担う。 

実習中は、実習生支援と実

習評価の参考情報収集を目的

に、本学の担当者が事前（新

規受入の場合のみ）、中間、

事後の2～3回受入機関に出向

き、実習生の状況についてモ

ニタリング（スーパーバザー

との面談、実習生を交えた 3

者面談）を行っている。 

 

 ＣＢＩ自己分析（事後学習） 
ＣＢＩ自己分析は、3 日間の日程で、春期休暇期間での実習者を対象とした 4 月期と 4 月以降の実

習者を対象とする 9 月期の 2 回の実施としている。基本的な構成は、以下の通り。なお、成果報告に

ついては、2 学期の履修申請時のＣＢＩ授業説明会を活用し、両期合同で実施している。 

＊ 1 日目；ＫＪ法、組織論等を活用しての実習経験の共有化、俯瞰化、概念化 

第３期ＣＢＩ実習およびＣＢＩ自己分析の実施時期パターン

マッチング用インターン

・時 期；春休みの２週間

・エリア：県内都市

１か月フルコミット型

インターン

・時 期；春休み期間

・エリア：首都圏以外

実習時期 単位（教養科目・社会系）インターンシップの実施内容

主には、高知県中小企業家同友会が行うイ
ンターンシップで、ＣＢＩ実習のマッチングも兼
ねた2週間のインターンシップを行う企業が対
象。
全学部適用可能。

春休の間行う1か月インターンシップ。フルコ
ミットとは、週５日全日勤務のこと。マッチング

用インターンシップを継続して１か月とする場

合は、マッチング用２週間も期間にカウント。

このケースは首都圏を除くエリアで実施可能。

全学部適用可能。

２月中旬～３月末までの

２週間

（１か月インターンへの転換可）

ＣＢＩ実習単位認定対象外

ＣＢＩ実習単位 実働２０日＝２単位

計２単位

但し、３月末or４月上旬の自己分

析＆成果プレゼンに出席必須

自己分析
成果プレゼン

自己分析
なし

３月末
～

４月上旬

９月中旬

４か月フルコミット型

インターン
・時 期：４月～７月（週５日）

・エリア：首都圏＆農山漁村

４か月間のフルコミット型インターンシップ。実施

アリアは、主に首都圏。この他、県外・都市エリ

アや県内・農山漁村エリアも可能性あり。

県内・都市エリアは、同一企業等に複数名が参

加可能な場合は可能性あり。

学年積み上げ型必修科目制限が緩やかな人文

学部には適する。

４月～７月末までの

４か月

９月中旬

ＣＢＩ実習単位 実働20日＝２単位

計８単位

４月～７月を週５日全日勤務。

但し、９月中旬実施の自己分析＆成

果プレゼンに出席必須

２月中旬～３月末までの

１か月

６か月パート＆フルコミ
併用型インターン

・フルコミット時期
春休み＆夏休み（各１か月）

・パートタイム時期
４月～７月（週３日実働）

・エリア：県内都市

春休みと夏休みは各１か月のフルコミット型イン

ターンシップ（計４単位）、学期中の４月～７月ま

での期間は、週３日全日勤務のパートタイム型

インターンシップ（計４単位）を併用するタイプ。

学年積み上げ型の必修授業がある学部に適す

る（理学・教育・農学）

２月中旬～８月末までの

６か月

ＣＢＩ実習単位 実働20日＝２単位
計８単位

春休み＆夏休み；週５日全日勤務。

４月～７月は、週３日全日勤務。

但し、９月中旬実施の自己分析＆

成果プレゼンに出席必須
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＊ 2 日目；実習の振り返りプレゼンと自己効力論等を活用した今後のアクションプランの検討 

＊ 3 日目；今後のアクションプランのプレゼン及び成果報告会実施方法に関する検討 

■ 実施体制 

ＣＢＩ企画立案は、授業実施に必要な学内外の関係者コーディネート、授業環境の整備を担当する

統括教員 1 名とその補佐役の教務支援員 2 名の統括グループの他、演習（少人数グループ）のファシ

リテートを担当する教員と学生ファシリテータ（学生ＦＴ）、師匠役の社会人コーディネートを担う

学外機関との協働で実施としている。第３期は、演習教員 10 名（ＦＤ教員含む）、学生ＦＴ16 名（1

演習 2 名）で実施し、演習時間外の学生討議支援は学生ＦＴの担当とした。 

 

目的に対する成果、人材養成面での達成度 

■ 目的に対する成果 

ＣＢＩ授業の目的は、学び動機、社会性（組織や社会への貢献）や課題探求能力の向上である。これ

らは、以下のような状況から概ね達成されていると考えている。 

ＣＢＩの実習を行った学生のほとんどは、「授業を受けたい」という渇望感を味わう。長期のインタ

ーンシップを行う中で、知識の必要性、学ぶことの大切さがリアルに理解できるからである。それゆえ、

実習生が、授業に積極的になることはむろんのこと、インターンシップが契機となって留学するケース

まで生まれている。 

ＣＢＩ実習の受入機関の多くは、人の幸福を実現するためのビジネスを意図するベンチャー企業であ

る。社会性の高い組織での長期の実践は、学生に「社会性」の真の意味を理解する機会となることから、

多くの学生は実習後に、自らが関心のある社会的課題の解決を目指す活動を行う。たとえば、高知県奈

半利町の地域 NPO で実習を行った学生は、その後、仲間を募り、「奈半利サポータークラブ」を設立し、

実習後も地域課題解決のための協働を継続していたり、新入生支援のための情報誌発行のため「ぼうし

ぱん」という学生組織を設立したケースなどがある。 

 

■ 就職等への影響 

ＣＢＩは、1 年次を対象にした授業であったため、試行的色合いが強かった第 1 期の実習者が平成

20 年 3 月に卒業を迎える状況である。そのため、就職への影響はまだ明確にはなっていないが、県内

新聞社の記者として採用が決まった学生など、概ね順調な就職状況ではある。 

 

自大学の教育改革への影響、他大学等への波及効果、地域社会等への波及効果 

■ 本学の教育改革への影響 

ＣＢＩ授業の取組を通して、大学入学時、自分を肯定できない新入生がかなり存在することが分かっ

てきた。長期のインターンシップを目指す学生母集団を拡大するには、自己を肯定できる学生層の拡大

が不可欠と考え、1年次 1 学期に新入生を対象とする「自律協働入門」（平成 18 年度の文部科学省・特

別教育研究経費に採択）を新たに開発した。この授業は、社会人の生き方を聴く講義とその意味を理解

するための演習（少人数でのワークショップ）を隔週で開講するという、全国初の形式に最大の特長が

ある。さらには、平成 20 年度に向けた学士課程の教育改革にも影響を及ぼし、自律協働入門の成果も

反映した課題探求セミナーとしてすべての新入生が受講できる環境作りの検討がなされている。 

 

■ 広報活動の状況 

ＣＢＩ授業については、毎年、報告書（ブックレット版）を作成し、教員や保護者など学内外の関

係者への広報として活用している。また、高校生向け入試情報誌やホームページを活用した広報も行

うなど、広く社会に成果を公表してきている。 

 

■ 他大学への波及効果 

これまでに、ＣＢＩに関心のある大学の訪問も数多く受けている（平成19年度は9月時点で3大学）。



 

 

その中から桜美林大学（東京）が、本学と同様の理念に基づいたインターンシップを平成 19 年度入学

生を対象に実施することになり、ＣＢＩの姉妹校が誕生した。この他、国立女性教育会館主催の女子

学生就職支援セミナー（平成 18 年度）への講師派遣や、筑波大学（平成 18 年度）、龍谷大学（平成

19 年度）の教員ＦＤフォーラムにも統括教員を講師として派遣するなどの協力も行っている。 

 

■ 地域社会への波及効果 

ＣＢＩ授業は、当初から地域の若者支援を目指す NPO 法人からも注目を集め、飯塚、大阪、岐阜（平

成 17 年度）、東京（平成 16・17 年度）、熊本（平成 18 年度）の NPO 法人等が主催するフォーラムに

講師派遣などの協力を行ってきている。また、第 3期の実習先として加わった「いなかインターンシッ

プ」の成果により、実習後も継続して学生が地域課題を解決する協働者となるなど、地域（とくに過疎

地）がもっとも必要としていた人材の輩出にも寄与するなどの効果をもたらしている。 

 

学生等の評価 

■ 受講による能力変化に対する自己評価 

ＣＢＩ企画立案、ＣＢＩ自己分析では、受講者に「自分の想いプレゼン」資料の作成を義務づけ、

冊子化し、保存を図っている。その資料には、彼らのほとんどが受講によって「人生への考え方」が

変化したなどの自己分析結果が多数見られるなど、受講生からも高い評価を得ている。また、受講者

の思考行動特性や知識技術的特性の要素が、授業によってどの程度変化したかを測定する自己評価型

ツール（EIP アセスメント）を NPO 法人 ETIC.と共同開発し、授業成果を定量的にも分析している。 

 

学外からの評価 

■ 受け入れ機関のスーパーバイザーからの評価 

「本気と覚悟」を備えた実習者を送り出していることから、受入企業のほとんどがＣＢＩ実習者は無

条件で受け入れたいと表明してくれるなど、受入機関のスーパーバイザーからは、大変高い評価を受け

ている。 

 

■ 地域からの評価 

第 3 期の実習から加わった「いなかインターンシップ」により、県内の中山間地域から教育（学生）

を軸とした大学との連携を切望する動きが急速に広まってくるなど、これまでの研究（教員）を軸と

した地域連携に新たなアプローチが生まれたとの評価を頂いている。 

 

■ 報道の反応等 

ＣＢＩ授業は、県内のマスコミ（高知新聞、ＮＨＫ）をはじめ、日本経済新聞（Web 版含む）、中

日新聞などにも取り上げられてきている。 

 

取組支援期間終了後の展開 

■ 取組の成果を活かした継続的な事業の実施状況 

取組支援期間終了後は、外部資金（平成 18 年度経済産業省・地域産業活性化人材育成事業など）や

学長裁量経費を活用し、ＣＢＩ授業を継続し、さらにＣＢＩ企画立案の授業内容の改善、実習先フィー

ルドの開発（岐阜、いなかインターンシップ）、ＣＢＩ自己分析授業の精緻化を図っている。 

 

■ 新たな事業展開の計画等 

ＣＢＩの理念に共鳴する大阪・愛媛の中間支援機関と協働し、フィールドの一層の拡大を図る。 

 

本件お問合せ先 高知大学学務部学務課（ＣＢＩ担当）      

TEL ; 088-844-8652     E-mail ; jm-shimizu-m＠kochi-u.ac.jp 


